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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　量子ドット；および
　散乱粒子；を含み、
　前記散乱粒子は、平均粒径が１００ｎｍ～５００ｎｍである第１金属酸化物；および平
均粒径が３０ｎｍ～５００ｎｍである第２金属酸化物；を含み、
　前記第１金属酸化物は、ＴｉＯ２であり、
　前記第２金属酸化物は、ＺｎＯである自発光感光性樹脂組成物。
【請求項２】
　前記第１金属酸化物と前記第２金属酸化物の平均粒径の比は、０．１～０．５である、
請求項１に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項３】
　前記第１金属酸化物と前記第２金属酸化物の平均粒径の差異は、６０ｎｍ以上である、
請求項２に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項４】
　前記散乱粒子は、Ｌｉ、Ｂｅ、Ｂ、Ｎａ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｓｉ、Ｋ、Ｃａ、Ｓｃ、Ｖ、Ｃ
ｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｒｂ、Ｓｒ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｓ、Ｂａ、Ｌａ、
Ｈｆ、Ｗ、Ｔｌ、Ｐｂ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｐｍ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｇｄ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ
、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ、Ｓｂ、Ｓｎ、Ｚｒ、Ｎｂ、ＴａおよびＩｎから選ばれる１種以上の
金属の酸化物をさらに含む、請求項１に記載の自発光感光性樹脂組成物。
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【請求項５】
　前記さらに含まれる金属酸化物は、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２、ＺｒＯ２、ＢａＴｉＯ３、
Ｔａ２Ｏ５、Ｔｉ３Ｏ５、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＡＴＯ、ＺｎＯ－Ａｌ、Ｎｂ２Ｏ３、ＳｎＯ
およびＭｇＯから選ばれる１種以上である、請求項４に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項６】
　前記散乱粒子の固形分の全体１００重量部に対して前記第１金属酸化物５０～９０重量
部および前記第２金属酸化物１０重量部以上５０重量部未満で含まれる、請求項１に記載
の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項７】
　前記散乱粒子は、前記自発光感光性樹脂組成物の固形分の全体１００重量部に対して０
．１～５０重量部で含まれる、請求項１に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項８】
　光重合性化合物、アルカリ可溶性樹脂、光重合開始剤および溶剤よりなる群から選ばれ
る１以上をさらに含む、請求項１に記載の自発光感光性樹脂組成物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の自発光感光性樹脂組成物の硬化物を含むカラーフィル
ター。
【請求項１０】
　前記カラーフィルターは、赤色パターン層、緑色パターン層および青色パターン層より
なる群から選ばれる１以上を含む、請求項９に記載のカラーフィルター。
【請求項１１】
　請求項９に記載のカラーフィルターを含む画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特定の散乱粒子を含む自発光感光性樹脂組成物、これを利用して製造された
カラーフィルターおよび画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カラーフィルターは、白色光から赤色、緑色および青色の三つの色を抽出して微細な画
素単位で可能にする薄膜フィルム型光学部品であって、一つの画素のサイズが数十から数
百マイクロメートル程度である。このようなカラーフィルターは、それぞれの画素の間の
境界部分を遮光するために、透明基板上に定められたパターンで形成されたブラックマト
リックス層およびそれぞれの画素を形成するために複数の色（通常、赤色（Ｒ）、緑色（
Ｇ）および青色（Ｂ））の三原色を定めた順序で配列した画素部が順に積層された構造を
取っている。
【０００３】
　最近では、カラーフィルターを具現する方法の一つとして、顔料分散型の感光性樹脂を
利用した顔料分散法が適用されているが、光源から照射された光がカラーフィルターを透
過する過程で光の一部がカラーフィルターに吸収されて光効率が低下し、また、色フィル
ターに含まれている顔料の特性によって色再現が低下する問題点が発生している。
【０００４】
　特に、カラーフィルターが各種画像表示装置を含む多様な分野に使用されるのに伴い、
優れたパターン特性だけでなく、高い色再現率と共に、優れた高輝度、高明暗比のような
性能が要求されているところ、このような問題を解決するために、量子ドットを含む自発
光感光性樹脂組成物を利用したカラーフィルターの製造方法が提案されている。
【０００５】
　しかしながら、量子ドットは、ナノ水準のサイズによって本質的に非散乱粒子である。
したがって、光が、量子ドットが含まれたカラーフィルターを通過するとき、他の染料や
顔料の場合より格別に短い光学経路を有するようになって、カラーフィルターの厚さが十
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分でない場合、大概の光が量子ドットにより吸収される。これにより、散乱粒子を導入す
る方法が提案されているが、散乱粒子により光吸収現象によって光効率が低下する問題が
発生するのが現状である。
【０００６】
　特許文献１は、光学部材およびこれを含む表示装置に関し、ホスト層；前記ホスト層内
に配置される多数個の波長変換粒子；および前記ホスト層内に配置される多数個の無機粒
子を含む光学部材に関する内容を開示しているが、発光効率の向上効果を期待しにくい問
題がある。
【０００７】
　特許文献２は、液晶表示装置およびその製造方法に関し、複数個の透明なビーズを含む
透明ポリマーからなる透明光拡散層を含む液晶表示装置に関する内容を開示しているが、
透明なビーズのサイズが非常に大きいため、塗膜品質の低下をもたらすことができる問題
点がある。
【０００８】
　したがって、発光効率および光維持率を向上させて、高信頼性のパネルに適用できる散
乱粒子の開発が要求されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】韓国特許公開第２０１２－０１３１０７１号公報（２０１２．１２．０４
．）
【特許文献２】韓国特許公開第２０１０－００３７２８３号公報（２０１０．０４．０９
．）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、優れた色再現率を示し、高い光維持率特性を確保することができる自発光感
光性樹脂組成物を提供することを目的とする。
【００１１】
　また、本発明は、前述した自発光感光性樹脂組成物を利用して製造された発光効率、光
維持率または反射輝度に優れたカラーフィルターおよび画像表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記目的を達成するための本発明による自発光感光性樹脂組成物は、量子ドット；およ
び散乱粒子；を含み、前記散乱粒子は、平均粒径が１００ｎｍ～５００ｎｍである第１金
属酸化物；および平均粒径が３０ｎｍ～５００ｎｍである第２金属酸化物；を含み、前記
第１金属酸化物は、ＴｉＯ２であり、前記第２金属酸化物は、ＺｎＯであることを特徴と
する。
【００１３】
　また、本発明は、前述した自発光感光性樹脂組成物の硬化物を含むカラーフィルターを
提供する。
【００１４】
　また、本発明は、前述したカラーフィルターを含む画像表示装置を提供する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明による自発光感光性樹脂組成物は、特定の散乱粒子を含むことによって、蛍光発
光効率および光維持率の低下を抑制することができ、反射輝度に優れたカラーフィルター
の製造が可能であるという利点がある。
【００１６】
　また、本発明による自発光感光性樹脂組成物で製造されたカラーフィルターおよび画像
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表示装置は、自発光が可能であるので、優れた色再現率を示すと共に、光維持率が高く、
高品位の生き生きした画質の具現が可能であるという利点がある。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明についてより詳細に説明する。
【００１８】
　本発明において任意の部材が他の部材「上に」位置しているというとき、これは、任意
の部材が他の部材に接している場合だけでなく、二つの部材の間にさらに他の部材が存在
する場合も含む。
【００１９】
　本発明において任意の部分が或る構成要素を「含む」というとき、これは、特に反対さ
れる記載がない限り、他の構成要素を除くものでなく、他の構成要素をさらに含むことが
できることを意味する。
【００２０】
＜自発光感光性樹脂組成物＞
　本発明の一様態は、量子ドット；および散乱粒子；を含み、前記散乱粒子は、平均粒径
が１００ｎｍ～５００ｎｍである第１金属酸化物；および平均粒径が３０ｎｍ～５００ｎ
ｍである第２金属酸化物；を含み、前記第１金属酸化物は、ＴｉＯ２であり、前記第２金
属酸化物は、ＺｎＯである自発光感光性樹脂組成物に関する。
【００２１】
量子ドット
　本発明の自発光感光性樹脂組成物に含まれる量子ドットは、ナノサイズの半導体物質で
ある。原子が分子を成し、分子は、クラスター（ｃｌｕｓｔｅｒ）という小さい分子の集
合体を構成してナノ粒子を成すようになるが、このようなナノ粒子が特に半導体の特性を
帯びているとき、これを量子ドットという。このような量子ドットは、外部からエネルギ
ーを受けて励起状態になると、自体的にエネルギーバンドギャップに該当するエネルギー
を放出する特性を有している。要するに、本発明の自発光感光性樹脂組成物は、このよう
な量子ドットを含むことによって、自発光が可能である。
【００２２】
　カラーフィルターを含む通常の画像表示装置では、白色光が前記カラーフィルターを透
過してカラーが具現されるが、この過程で光の一部がカラーフィルターに吸収されるので
、光効率が低下する。しかしながら、本発明による自発光感光性樹脂組成物で製造された
カラーフィルターを含む場合には、カラーフィルターが光源の光により自発光するので、
より優れた光効率を具現することができ、また、色相を有する光が放出されるので、さら
に色再現性に優れ、光ルミネセンスにより全方向に光が放出されるので、視野角も改善さ
れ得るという利点がある。
【００２３】
　前記量子ドットは、光による刺激で発光できるものであれば、特に限定されず、例えば
、ＩＩ－ＶＩ族半導体化合物、ＩＩＩ－Ｖ族半導体化合物、ＩＶ－ＶＩ族半導体化合物、
およびＩＶ族元素またはこれを含む化合物から選ばれる１種以上を使用することができる
。
【００２４】
　前記ＩＩ－ＶＩ族半導体化合物は、ＣｄＳ、ＣｄＳｅ、ＣｄＴｅ、ＺｎＳ、ＺｎＳｅ、
ＺｎＴｅ、ＺｎＯ、ＨｇＳ、ＨｇＳｅ、ＨｇＴｅ、およびこれらの混合物よりなる群から
選ばれる二元素化合物；ＣｄＳｅＳ、ＣｄＳｅＴｅ、ＣｄＳＴｅ、ＺｎＳｅＳ、ＺｎＳｅ
Ｔｅ、ＺｎＳＴｅ、ＨｇＳｅＳ、ＨｇＳｅＴｅ、ＨｇＳＴｅ、ＣｄＺｎＳ、ＣｄＺｎＳｅ
、ＣｄＺｎＴｅ、ＣｄＨｇＳ、ＣｄＨｇＳｅ、ＣｄＨｇＴｅ、ＨｇＺｎＳ、ＨｇＺｎＳｅ
、ＨｇＺｎＴｅおよびこれらの混合物よりなる群から選ばれる三元素化合物；およびＣｄ
ＺｎＳｅＳ、ＣｄＺｎＳｅＴｅ、ＣｄＺｎＳＴｅ、ＣｄＨｇＳｅＳ、ＣｄＨｇＳｅＴｅ、
ＣｄＨｇＳＴｅ、ＨｇＺｎＳｅＳ、ＨｇＺｎＳｅＴｅ、ＨｇＺｎＳＴｅ、およびこれらの
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混合物よりなる群から選ばれる四元素化合物よりなる群から選ばれる１種以上であっても
よく、
　前記ＩＩＩ－Ｖ族半導体化合物は、ＧａＮ、ＧａＰ、ＧａＡｓ、ＧａＳｂ、ＡｌＮ、Ａ
ｌＰ、ＡｌＡｓ、ＡｌＳｂ、ＩｎＮ、ＩｎＰ、ＩｎＡｓ、ＩｎＳｂ、およびこれらの混合
物よりなる群から選ばれる二元素化合物；ＧａＮＰ、ＧａＮＡｓ、ＧａＮＳｂ、ＧａＰＡ
ｓ、ＧａＰＳｂ、ＡｌＮＰ、ＡｌＮＡｓ、ＡｌＮＳｂ、ＡｌＰＡｓ、ＡｌＰＳｂ、ＩｎＮ
Ｐ、ＩｎＮＡｓ、ＩｎＮＳｂ、ＩｎＰＡｓ、ＩｎＰＳｂ、ＧａＡｌＮＰ、およびこれらの
混合物よりなる群から選ばれる三元素化合物；およびＧａＡｌＮＡｓ、ＧａＡｌＮＳｂ、
ＧａＡｌＰＡｓ、ＧａＡｌＰＳｂ、ＧａＩｎＮＰ、ＧａＩｎＮＡｓ、ＧａＩｎＮＳｂ、Ｇ
ａＩｎＰＡｓ、ＧａＩｎＰＳｂ、ＩｎＡｌＮＰ、ＩｎＡｌＮＡｓ、ＩｎＡｌＮＳｂ、Ｉｎ
ＡｌＰＡｓ、ＩｎＡｌＰＳｂ、およびこれらの混合物よりなる群から選ばれる四元素化合
物よりなる群から選ばれる１種以上であってもよく、
　前記ＩＶ－ＶＩ族半導体化合物は、ＳｎＳ、ＳｎＳｅ、ＳｎＴｅ、ＰｂＳ、ＰｂＳｅ、
ＰｂＴｅ、およびこれらの混合物よりなる群から選ばれる二元素化合物；ＳｎＳｅＳ、Ｓ
ｎＳｅＴｅ、ＳｎＳＴｅ、ＰｂＳｅＳ、ＰｂＳｅＴｅ、ＰｂＳＴｅ、ＳｎＰｂＳ、ＳｎＰ
ｂＳｅ、ＳｎＰｂＴｅ、およびこれらの混合物よりなる群から選ばれる三元素化合物；お
よびＳｎＰｂＳＳｅ、ＳｎＰｂＳｅＴｅ、ＳｎＰｂＳＴｅ、およびこれらの混合物よりな
る群から選ばれる四元素化合物よりなる群から選ばれる１種以上であってもよく、
　前記ＩＶ族元素またはこれを含む化合物は、Ｓｉ、Ｇｅ、およびこれらの混合物よりな
る群から選ばれる元素化合物；およびＳｉＣ、ＳｉＧｅ、およびこれらの混合物よりなる
群から選ばれる二元素化合物よりなる群から選ばれる１種以上であってもよいが、これら
に限定されない。
【００２５】
　前記量子ドットは、均質な（ｈｏｍｏｇｅｎｅｏｕｓ）単一構造；コア－シェル（ｃｏ
ｒｅ－ｓｈｅｌｌ）構造、グラジエント（ｇｒａｄｉｅｎｔ）構造などのような二重構造
；またはこれらの混合構造であってもよい。例えば、前記コア－シェル（ｃｏｒｅ－ｓｈ
ｅｌｌ）の二重構造において、それぞれのコア（ｃｏｒｅ）とシェル（ｓｈｅｌｌ）を構
成する物質は、前記言及された互いに異なる半導体化合物からなり得る。より具体的には
、前記コアは、ＣｄＳｅ、ＣｄＳ、ＺｎＳ、ＺｎＳｅ、ＣｄＴｅ、ＣｄＳｅＴｅ、ＣｄＺ
ｎＳ、ＰｂＳｅ、ＡｇＩｎＺｎＳおよびＺｎＯから選ばれる１種以上の物質を含むことが
できるが、これらに限定されるものではない。前記シェルは、ＣｄＳｅ、ＺｎＳｅ、Ｚｎ
Ｓ、ＺｎＴｅ、ＣｄＴｅ、ＰｂＳ、ＴｉＯ、ＳｒＳｅおよびＨｇＳｅから選ばれる１種以
上の物質を含むことができるが、これらに限定されるものではない。
【００２６】
　通常のカラーフィルターの製造に使用される着色感光性樹脂組成物が、色相の具現のた
めに赤色、緑色、青色の着色剤を含むことと同様に、光ルミネセンス量子ドットも、赤色
量子ドット、緑色量子ドットおよび青色量子ドットに分類され得る。要するに、本発明に
よる前記量子ドットは、赤色光を放出する赤色量子ドット、緑色光を放出する緑色量子ド
ットまたは青色光を放出する青色量子ドットであってもよい。
【００２７】
　前記量子ドットは、湿式化学工程（ｗｅｔ　ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓ）、有
機金属化学蒸着工程（ＭＯＣＶＤ、ｍｅｔａｌ　ｏｒｇａｎｉｃ　ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｖ
ａｐｏｒ　ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）または分子線エピタキシ工程（ＭＢＥ、ｍｏｌｅｃｕ
ｌａｒ　ｂｅａｍ　ｅｐｉｔａｘｙ）により合成されるが、これらに限定されるものでは
ない。
【００２８】
　前記湿式化学工程とは、有機溶剤に前駆体物質を入れて粒子を成長させる方法である。
結晶が成長するとき、有機溶剤が自然に量子ドット結晶の表面に配位されて、分散剤の役
割をして、結晶の成長を調節するようになるので、有機金属化学蒸着工程や分子線エピタ
キシのような気相蒸着法よりさらに容易かつ低価格の工程を通じてナノ粒子の成長を制御
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することができるので、前記湿式化学工程を使用して本発明による前記量子ドットを製造
することが好ましい。
【００２９】
　前記量子ドットの含量は、本発明で特に限定されないが、前記自発光感光性樹脂組成物
の固形分の全体１００重量部に対して３～８０重量部、好ましく５～７０重量部で含まれ
た方が良い。前記量子ドットが前記範囲内に含まれる場合、発光効率に優れ、画素パター
ンの形成が容易であるという利点がある。前記量子ドットが前記範囲未満で含まれる場合
、発光効率が不十分になり得、前記範囲を超過する場合、相対的に他の成分の含量が不十
分であるので、画素パターンの形成が多少困難になり得るので、前記範囲を満たすことが
好ましい。
【００３０】
散乱粒子
　本発明による散乱粒子は、カラーフィルターの光効率を増加させるために使用される。
理論によって制限されることを望まないが、一般的に光源から照射された光は、カラーフ
ィルターに臨界角をもって入射されるが、この際、入射された光がや量子ドットによって
自ら放出される自発放出光は、散乱粒子と会って光経路の増加によって発光強度が強くな
って、結果的には、カラーフィルターの光効率を増加させることができる。
【００３１】
　本発明による散乱粒子は、平均粒径が１００ｎｍ～５００ｎｍである第１金属酸化物；
および平均粒径が３０ｎｍ～５００ｎｍである第２金属酸化物；を含み、前記第１金属酸
化物は、ＴｉＯ２であり、前記第２金属酸化物は、ＺｎＯである。
【００３２】
　本発明で、「平均粒径」とは、数平均粒径であってもよく、例えば電界放出走査電子顕
微鏡（ＦＥ－ＳＥＭ）または透過電子顕微鏡（ＴＥＭ）により観察した相から求めること
ができる。具体的に、ＦＥ－ＳＥＭまたはＴＥＭの観察画像からいくつかのサンプルを抽
出し、これらサンプルの直径を測定して算術平均した値として得ることができる。
【００３３】
　本発明による散乱粒子は、平均粒径が１００～５００ｎｍである第１金属酸化物および
平均粒径が３０～５００ｎｍである第２金属酸化物を含み、前記第１金属酸化物としてＴ
ｉＯ２を含み、前記第２金属酸化物としてＺｎＯを含むことによって、発光強度に優れて
いると共に、反射輝度に優れたカラーフィルターの製造が可能である。
【００３４】
　前記自発光感光性樹脂組成物に前記第１金属酸化物が含まれる場合、発光維持率を高め
る役割を行って、発光を十分に持続させることができるという利点がある。また、平均粒
径が３０～５００ｎｍである前記第２金属酸化物が前記自発光感光性樹脂組成物に含まれ
る場合、光の十分な散乱を誘導して光経路を増加させることができ、これを通じて、発光
強度（ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ）を優秀にすることができ、高い輝度および光維持率を有する
カラーフィルターの製造が可能である。
【００３５】
　散乱粒子の平均粒径が前記範囲未満、例えば１０ｎｍである場合、入射光や量子ドット
から放出された光の散乱効果を期待することができず、前記範囲を超過して散乱粒子があ
まり大きくなると、組成物内に沈んで、均一な品質の自発光層の表面が得られない問題が
ある。
【００３６】
　したがって、本発明では、散乱粒子として平均粒径が１００～５００ｎｍである第１金
属酸化物および平均粒径が３０～５００ｎｍである第２金属酸化物を共に使用し、前記第
１金属酸化物がＴｉＯ２を含み、前記第２金属酸化物がＺｎＯを含むことによって、優れ
た発光特性だけでなく、ポストベーク（ｐｏｓｔ　ｂａｋｅ、ＰＢ）工程中に発生する量
子ドットの酸化を効果的に防止することによって、工程間で発生する輝度減少を減らすこ
とができるという利点がある。



(7) JP 6754499 B2 2020.9.9

10

20

30

40

50

【００３７】
　本発明の一実施形態において、前記第１金属酸化物と前記第２金属酸化物の平均粒径の
比は、０．１～０．５であってもよい。具体的に、散乱粒子として平均粒径が１００～５
００ｎｍ、好ましく１５０～４００ｎｍである第１金属酸化物を使用することが好ましく
、この際、前記第２金属酸化物の平均粒径は、前記第１金属酸化物の平均粒径の０．１～
０．５倍であるものを使用することが好ましい。
【００３８】
　本発明の他の実施形態において、前記第２金属酸化物の平均粒径は、前記第１金属酸化
物の粒径より大きくない。この場合、均一な混合が可能であるので、均一な品質の自発光
層の表面を得ることができるという利点がある。具体的に、本発明のさらに他の実施形態
において、前記第１金属酸化物と前記第２金属酸化物の平均粒径の差異は、６０ｎｍ以上
であってもよい。
【００３９】
　本発明のさらに他の実施形態において、前記散乱粒子は、Ｌｉ、Ｂｅ、Ｂ、Ｎａ、Ｍｇ
、Ａｌ、Ｓｉ、Ｋ、Ｃａ、Ｓｃ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｇａ、Ｇｅ、Ｒｂ
、Ｓｒ、Ｙ、Ｍｏ、Ｃｓ、Ｂａ、Ｌａ、Ｈｆ、Ｗ、Ｔｌ、Ｐｂ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｐｍ
、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｇｄ、Ｔｂ、Ｄｙ、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ、Ｓｂ、Ｓｎ、Ｚｒ、Ｎｂ、
ＴａおよびＩｎから選ばれる１種以上の金属の酸化物をさらに含むことができる。
【００４０】
　本発明のさらに他の実施形態において、前記さらに含まれる金属酸化物は、Ａｌ２Ｏ３

、ＳｉＯ２、ＺｒＯ２、ＢａＴｉＯ３、Ｔａ２Ｏ５、Ｔｉ３Ｏ５、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＡＴ
Ｏ、ＺｎＯ－Ａｌ、Ｎｂ２Ｏ３、ＳｎＯおよびＭｇＯから選ばれる１種以上であってもよ
く、必要な場合には、アクリレートなどの不飽和結合を有する化合物で表面処理された材
質も使用可能である。
【００４１】
　本発明のさらに他の実施形態において、前記散乱粒子の固形分の全体１００重量部に対
して前記第１金属酸化物５０～９０重量部および前記第２金属酸化物１０重量部以上５０
重量部未満で含まれ得る。前記第１金属酸化物と前記第２金属酸化物が前記範囲を満たす
場合、光維持率の改善効果に優れ、輝度の減少を抑制することができるので好ましい。前
記第１金属酸化物が前記範囲未満の場合、光維持率の改善効果が不十分になり得、前記範
囲を超過する場合、散乱効果が減少するのに伴って輝度が減少し得るので、前記範囲内で
適切に使用することが好ましい。前記第２金属酸化物の含量が前記範囲未満の場合、光散
乱が難しくて、輝度改善効果が不十分になり得、前記範囲を超過すると、光維持率の改善
を妨害する恐れがあるので、前記範囲内で適切に使用することが好ましい。
【００４２】
　前記散乱粒子は、カラーフィルターの発光強度を十分に向上させることができるように
、全体組成物内で含量を限定することができる。具体的に、本発明のさらに他の実施形態
において、前記散乱粒子は、前記自発光感光性樹脂組成物の固形分の全体１００重量部に
対して０．１～５０重量部、好ましく０．３～３０重量部で含まれ得る。前記散乱粒子が
前記範囲内に含まれる場合、発光強度に優れ、その性能が安定したカラーフィルターの製
造が可能であるという利点がある。前記散乱粒子が前記範囲未満で含まれる場合、目的し
ようとする発光強度の確保が難しいことがあり、前記範囲を超過する場合、発光強度の増
加効果が不十分であると共に、前記散乱粒子を含む自発光感光性樹脂組成物の安定性が低
下し得るので、前記範囲内で使用することが好ましい。
【００４３】
　本発明のさらに他の実施形態において、前記自発光感光性樹脂組成物は、光重合性化合
物、アルカリ可溶性樹脂、光重合開始剤および溶剤よりなる群から選ばれる１以上をさら
に含むことができる。
【００４４】
光重合性化合物
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　本発明による自発光感光性樹脂組成物は、光重合性化合物を含むことができる。前記光
重合性化合物は、後述する光重合開始剤から発生する活性ラジカル、酸などにより重合さ
れ得る化合物であって、単官能単量体、二官能単量体または三官能以上の多官能単量体な
どが挙げられる。
【００４５】
　前記単官能単量体の具体的な例としては、ノニルフェニルカルビトールアクリレート、
２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルアクリレート、２－エチルヘキシルカルビトー
ルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレートまたはＮ－ビニルピロリドンなどが
挙げられ、市販品としては、アロニックスＭ－１０１（東亞合成社製）、ＫＡＹＡＲＡＤ
　ＴＣ－１１０Ｓ（日本化薬社製）またはビスコート１５８（大阪有機化学工業社製）等
が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００４６】
　前記二官能単量体の具体的な例としては、１，４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレ
ート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、エチレングリコールジ（メタ
）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコ
ールジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡのビス（アクリロイルオキシエチル）エ
ーテル、３－メチルペンタンジオールジ（メタ）アクリレートなどが挙げられ、市販品と
しては、アロニックスＭ－２１０、Ｍ－１１００、１２００（東亞合成社製）、ＫＡＹＡ
ＲＡＤ　ＨＤＤＡ（日本化薬社製）、ビスコート２６０（大阪有機化学工業社製）、ＡＨ
－６００、ＡＴ－６００またはＵＡ－３０６Ｈ（共栄社化学製）等が挙げられるが、これ
らに限定されるものではない。
【００４７】
　前記三官能以上の多官能単量体の具体的な例としては、トリメチロールプロパントリ（
メタ）アクリレート、エトキシル化トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、
プロポキシル化トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトー
ルトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペ
ンタエリスリトールジアクリレート、ジペンタエリスリトールトリアクリレート、ジペン
タエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、エトキシル化ジペンタエリスリトールヘ
キサ（メタ）アクリレート、プロポキシル化ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アク
リレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレートなどが挙げられ、市販品
としては、アロニックスＭ－３０９、ＴＯ－１３８２（東亞合成社製）、ＫＡＹＡＲＡＤ
　ＴＭＰＴＡ、ＫＡＹＡＲＡＤ　ＤＰＨＡまたはＫＡＹＡＲＡＤ　ＤＰＨＡ－４０Ｈ（日
本化薬社製）等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００４８】
　また、前記光重合性化合物は、下記化学式１～２のように、水酸基またはカルボン酸基
を有するジペンタエリスリトール（ポリ）アクリレートなどが挙げられる。
【００４９】
［化学式１］

【００５０】
　前記化学式１で、Ｒ１は、アクリレート基またはメタクリレート基であり、Ｒ２は、水
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素、アクリロイル基またはメタクリロイル基である。
【００５１】
［化学式２］

【００５２】
　前記化学式２で、Ｒ３～Ｒ５は、互いに同一でも異なってもよく、それぞれＯＨ、炭素
数１～４のアルキル基、アクリレート基、メタクリレート基または－ＯＲ７である。

　Ｒ６は、－Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）ＯＨであり、Ｒ８およびＲ９は、アクリ
レート基またはメタクリレート基であり、Ｒ１０は、水素、アクリロイル基、メタクリロ
イル基または－Ｃ（＝Ｏ）ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（＝Ｏ）ＯＨである。
【００５３】
　本発明の光重合性化合物は、これらのうち二官能以上の多官能単量体が好ましく使用さ
れ得、より好ましくはカルボン酸基含有五官能光重合性化合物を使用することができる。
五官能以上の多官能単量体を使用する場合、画素パターンの形成がさらに優れているので
好ましい。特に、カルボン酸基が含有された五官能以上の多官能単量体は、量子ドットの
粒子凝集による発光特性の低下がなく、光反応性に優れているので、発光性に優れた画素
パターンを形成することができる。
【００５４】
　前記光重合性化合物は、前記自発光感光性樹脂組成物の固形分の全体１００重量部に対
して５～７０重量部、好ましくは７～６５重量部で含まれ得る。前記光重合性化合物が前
記範囲内で含まれる場合、画素（ｐｉｘｅｌ）部の強度や平滑性が良好になるので好まし
い。前記光重合性化合物が前記範囲未満で含まれる場合、光による光硬化度が低下して、
画素パターンの形成が多少困難になり得、前記範囲を超過する場合、パターンの剥離問題
が発生し得る。
【００５５】
アルカリ可溶性樹脂
　本発明の自発光感光性樹脂組成物は、アルカリ可溶性樹脂を含むことができる。前記ア
ルカリ可溶性樹脂は、現像工程で用いられるアルカリ現像液に対して可溶性を付与する成
分である。要するに、前記アルカリ可溶性樹脂は、前記自発光感光性樹脂組成物を利用し
て形成された感光性樹脂層の非露光部をアルカリ可溶性に作る役割を行うことができ、本
発明では、アルカリ性現像液に溶解可能な樹脂であれば、特に制限せずに使用が可能であ
る。
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【００５６】
　具体的に、前記アルカリ可溶性樹脂は、カルボキシル基を有する不飽和単量体およびこ
れと共重合可能な不飽和結合を有する単量体から選ばれる１種以上を共重合して製造する
ことが可能であるが、これに限定されるものではない。
【００５７】
　前記カルボキシル基を有する不飽和単量体としては、不飽和モノカルボン酸、不飽和ジ
カルボン酸、不飽和多価カルボン酸などを使用することができる。
【００５８】
　具体的に、前記不飽和モノカルボン酸としては、例えばアクリル酸、メタクリル酸、ク
ロトン酸、α－クロロアクリル酸、シンナム酸などが挙げられる。前記不飽和ジカルボン
酸としては、例えばマレイン酸、フマル酸、イタコン酸、シトラコン酸、メサコン酸など
が挙げられる。前記不飽和多価カルボン酸は、酸無水物であってもよく、具体的には、マ
レイン酸無水物、イタコン酸無水物、シトラコン酸無水物などが挙げられる。また、前記
不飽和多価カルボン酸は、そのモノ（２－メタクリロイルオキシアルキル）エステルであ
ってもよく、例えばコハク酸モノ（２－アクリロイルオキシエチル）、コハク酸モノ（２
－メタクリロイルオキシエチル）、フタル酸モノ（２－アクリロイルオキシエチル）、フ
タル酸モノ（２－メタクリロイルオキシエチル）等が挙げられる。前記不飽和多価カルボ
ン酸は、その両末端ジカルボキシ重合体のモノ（メタ）アクリレートであってもよく、例
えばω－カルボキシポリカプロラクトンモノアクリレート、ω－カルボキシポリカプロラ
クトンモノメタクリレートなどが挙げられる。これらのカルボキシル基を有する不飽和単
量体は、それぞれ単独でまたは２種以上を混合して使用することができる。
【００５９】
　また、前記カルボキシル基を有する不飽和単量体と共重合が可能な不飽和結合を有する
単量体は、芳香族ビニル化合物、不飽和カルボン酸エステル化合物、不飽和カルボン酸ア
ミノアルキルエステル化合物、不飽和カルボン酸グリシジルエステル化合物、カルボン酸
ビニルエステル化合物、不飽和エーテル化合物、シアン化ビニル化合物、不飽和イミド化
合物、脂肪族共役ジエン化合物、分子鎖の末端にモノアクリロイル基またはモノメタクリ
ロイル基を有する巨大単量体およびバルキー性単量体化合物などから選ばれる１種以上を
使用することができる。
【００６０】
　より具体的に、前記共重合が可能な不飽和結合を有する単量体は、スチレン、α－メチ
ルスチレン、ｏ－ビニルトルエン、ｍ－ビニルトルエン、ｐ－ビニルトルエン、ｐ－クロ
ロスチレン、ｏ－メトキシスチレン、ｍ－メトキシスチレン、ｐ－メトキシスチレン、ｏ
－ビニルベンジルメチルエーテル、ｍ－ビニルベンジルメチルエーテル、ｐ－ビニルベン
ジルメチルエーテル、ｏ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、ｍ－ビニルベンジルグリ
シジルエーテル、ｐ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、インデンなどの芳香族ビニル
化合物；
　メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレ
ート、ｎ－プロピルアクリレート、ｎ－プロピルメタクリレート、ｉ－プロピルアクリレ
ート、ｉ－プロピルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルメタクリレー
ト、ｉ－ブチルアクリレート、ｉ－ブチルメタクリレート、ｓｅｃ－ブチルアクリレート
、ｓｅｃ－ブチルメタクリレート、ｔ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレート
、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、２－ヒド
ロキシプロピルアクリレート、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、３－ヒドロキシ
プロピルアクリレート、３－ヒドロキシプロピルメタクリレート、２－ヒドロキシブチル
アクリレート、２－ヒドロキシブチルメタクリレート、３－ヒドロキシブチルアクリレー
ト、３－ヒドロキシブチルメタクリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレート、４－ヒ
ドロキシブチルメタクリレート、アリルアクリレート、アリルメタクリレート、ベンジル
アクリレート、ベンジルメタクリレート、シクロヘキシルアクリレート、シクロヘキシル
メタクリレート、フェニルアクリレート、フェニルメタクリレート、２－メトキシエチル
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アクリレート、２－メトキシエチルメタクリレート、２－フェノキシエチルアクリレート
、２－フェノキシエチルメタクリレート、メトキシジエチレングリコールアクリレート、
メトキシジエチレングリコールメタクリレート、メトキシトリエチレングリコールアクリ
レート、メトキシトリエチレングリコールメタクリレート、メトキシプロピレングリコー
ルアクリレート、メトキシプロピレングリコールメタクリレート、メトキシジプロピレン
グリコールアクリレート、メトキシジプロピレングリコールメタクリレート、イソボルニ
ルアクリレート、イソボルニルメタクリレート、ジシクロペンタジエニルアクリレート、
ジシクロペンタジエチルメタクリレート、アダマンチル（メタ）アクリレート、ノルボル
ニル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルアクリレート、２
－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルメタクリレート、グリセロールモノアクリレート
、グリセロールモノメタクリレートなどの不飽和カルボン酸エステル化合物；
２－アミノエチルアクリレート、２－アミノエチルメタクリレート、２－ジメチルアミノ
エチルアクリレート、２－ジメチルアミノエチルメタクリレート、２－アミノプロピルア
クリレート、２－アミノプロピルメタクリレート、２－ジメチルアミノプロピルアクリレ
ート、２－ジメチルアミノプロピルメタクリレート、３－アミノプロピルアクリレート、
３－アミノプロピルメタクリレート、３－ジメチルアミノプロピルアクリレート、３－ジ
メチルアミノプロピルメタクリレートなどの不飽和カルボン酸アミノアルキルエステル化
合物；
　グリシジルアクリレート、グリシジルメタクリレートなどの不飽和カルボン酸グリシジ
ルエステル化合物；
　酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、安息香酸ビニルなどのカルボン酸ビニ
ルエステル化合物；
　ビニルメチルエーテル、ビニルエチルエーテル、アリルグリシジルエーテルなどの不飽
和エーテル化合物；
　アクリロニトリル、メタクリロニトリル、α－クロロアクリロニトリル、シアン化ビニ
リデンなどのシアン化ビニル化合物；
　アクリルアミド、メタクリルアミド、α－クロロアクリルアミド、Ｎ－２－ヒドロキシ
エチルアクリルアミド、Ｎ－２－ヒドロキシエチルメタクリルアミド、マレイミド、ベン
ジルマレイミド、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミドなどの不飽和
イミド化合物；
　１，３－ブタジエン、イソプレン、クロロプレンなどの脂肪族共役ジエン類；およびポ
リスチレン、ポリメチルアクリレート、ポリメチルメタクリレート、ポリ－ｎ－ブチルア
クリレート、ポリ－ｎ－ブチルメタクリレート、ポリシロキサンの重合体分子鎖の末端に
モノアクリロイル基またはモノメタクリロイル基を有する巨大単量体類；
　非誘電定数値を低減することができるノルボニル骨格を有する単量体、アダマンタン骨
格を有する単量体、ロジン骨格を有する単量体などのバルキー性単量体が使用可能である
。
【００６１】
　前記アルカリ可溶性樹脂は、カラーフィルターに使用するための表面硬度の向上のため
に、ポリスチレン換算の重量平均分子量が３，０００～２００，０００の範囲にあること
が好ましく、５，０００～１００，０００の範囲にあることがより好ましい。また、分子
量分布度（Ｍｗ／Ｍｎ）は、１．５～６．０であることが好ましく、１．８～４．０の範
囲であることがより好ましい。アルカリ可溶性樹脂の重量平均分子量および分子量分布度
が上記した範囲以内である場合、硬度が向上し、高い残膜率を有し、現像液中の非露出部
の溶解性が卓越し、解像度を向上させることができる。
【００６２】
　前記アルカリ可溶性樹脂の酸価は、固形分を基準として２０～２００ｍｇＫＯＨ／ｇで
あることが好ましい。酸価は、アクリル系重合体１ｇを中和するのに必要な水酸化カリウ
ムの量（ｍｇ）として測定される値であって、溶解性に関与する。樹脂の酸価が前記範囲
以内である場合、現像液中の溶解性が向上して、非露出部が容易に溶解し、感度が増加し
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て、結果的に露出部のパターンが現像時に残っていて、残膜率（ｆｉｌｍ　ｒｅｍａｉｎ
ｉｎｇ　ｒａｔｉｏ）が改善されるという利点がある。
【００６３】
　前記アルカリ可溶性樹脂は、前記自発光感光性樹脂組成物中の固形分の全体１００重量
部に対して重量分率で好ましくは５～８０重量部、より好ましくは１０～７０重量部で含
まれ得る。アルカリ可溶性樹脂の含量が上記した範囲以内である場合、現像液への溶解性
が十分であり、非画素部分の欠落性が良好になるので、基板上に残渣が発生しにくく、現
像時に露光部の画素部分の膜減少が防止されて、パターン形成が容易になるので好ましい
。前記アルカリ可溶性樹脂が前記範囲未満で含まれる場合、非画素部分が多少欠落し得、
前記アルカリ可溶性樹脂が前記範囲を超過して含まれる場合、現像液での溶解性が多少低
下して、パターン形成が多少困難になり得る。
【００６４】
光重合開始剤
　本発明の自発光感光性樹脂組成物に含まれる光重合開始剤は、可視光線、紫外線、遠紫
外線、電子線、Ｘ線などの放射線への露光により前述した光重合性化合物の重合を開始で
きるラジカルなどを発生する化合物である。
【００６５】
　前記光重合開始剤は、本発明の目的を損傷しない範囲内で、当該分野において通常的に
使用されるものを適用することができ、前記結合剤樹脂および前記光重合性化合物を重合
させることができるものであれば、その種類を特に限定しない。代表的な例として、トリ
アジン系化合物、アセトフェノン系化合物、ビイミダゾール系化合物、およびオキシム系
化合物などが挙げられるが、これらに限定されるものではなく、これから１種以上を選択
して使用することができる。
【００６６】
　前記光重合開始剤を含む自発光感光性樹脂組成物は、高感度化され、前記自発光感光性
樹脂組成物で形成されるカラーフィルターの画素ピクセルの画素部は、強度やパターン性
が良好になるので、前記光重合開始剤を含むことが好ましい。
【００６７】
　具体的に、前記トリアジン系化合物としては、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６
－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチ
ル）－６－（４－メトキシナフチル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリク
ロロメチル）－６－ピペロニル－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメ
チル）－６－（４－メトキシスチリル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリ
クロロメチル）－６－［２－（５－メチルフラン－２－イル）エテニル］－１，３，５－
トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－［２－（フラン－２－イル）エテ
ニル］－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－［２－（４
－ジエチルアミノ－２－メチルフェニル）エテニル］－１，３，５－トリアジン、２，４
－ビス（トリクロロメチル）－６－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エテニル］－
１，３，５－トリアジンなどが挙げられるが、これらに限定されない。
【００６８】
　前記アセトフェノン系化合物としては、例えばジエトキシアセトフェノン、２－ヒドロ
キシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、ベンジルジメチルケタル、２－ヒ
ドロキシ－１－［４－（２－ヒドキシエトキシ）フェニル］－２－メチルプロパン－１－
オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－メチル－１－（４－メチルチ
オフェニル）－２－モルホリノプロパン－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ
－１－（４－モルホリノフェニル）ブタン－１－オン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１
－［４－（１－メチルビニル）フェニル］プロパン－１－オン、２－（４－メチルベンジ
ル）－２－（ジメチルアミノ）－１－（４－モルホリノフェニル）ブタン－１－オンなど
が挙げられる。また、下記化学式３で表される化合物が挙げられる。
【００６９】



(13) JP 6754499 B2 2020.9.9

10

20

30

40

50

［化学式３］

【００７０】
　前記化学式３で、Ｒ１～Ｒ４は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、ＯＨ、炭素数１
～１２のアルキル基で置換または非置換されたフェニル基、炭素数１～１２のアルキル基
で置換または非置換されたベンジル基、または炭素数１～１２のアルキル基で置換または
非置換されたナフチル基である。
【００７１】
　前記化学式３で表される化合物としては、例えば２－メチル－２－アミノ（４－モルホ
リノフェニル）エタン－１－オン、２－エチル－２－アミノ（４－モルホリノフェニル）
エタン－１－オン、２－プロピル－２－アミノ（４－モルホリノフェニル）エタン－１－
オン、２－ブチル－２－アミノ（４－モルホリノフェニル）エタン－１－オン、２－メチ
ル－２－アミノ（４－モルホリノフェニル）プロパン－１－オン、２－メチル－２－アミ
ノ（４－モルホリノフェニル）ブタン－１－オン、２－エチル－２－アミノ（４－モルホ
リノフェニル）プロパン－１－オン、２－エチル－２－アミノ（４－モルホリノフェニル
）ブタン－１－オン、２－メチル－２－メチルアミノ（４－モルホリノフェニル）プロパ
ン－１－オン、２－メチル－２－ジメチルアミノ（４－モルホリノフェニル）プロパン－
１－オン、２－メチル－２－ジエチルアミノ（４－モルホリノフェニル）プロパン－１－
オンなどが挙げられる。
【００７２】
　前記ビイミダゾール系化合物としては、例えば２，２’－ビス（２－クロロフェニル）
－４，４’，５，５’－テトラフェニルビイミダゾール、２，２’－ビス（２，３－ジク
ロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニルビイミダゾール、２，２’－ビス
（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラ（アルコキシフェニル）ビイミダ
ゾール、２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラ（トリア
ルコキシフェニル）ビイミダゾール、２，２－ビス（２，６－ジクロロフェニル）－４，
４’５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾールまたは４，４’，５，５’位
置のフェニル基がカルボアルコキシ基で置換されたイミダゾール化合物などが挙げられる
。これらのうちより好ましくは２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，
５’－テトラフェニルビイミダゾール、２，２’－ビス（２，３－ジクロロフェニル）－
４，４’，５，５’－テトラフェニルビイミダゾールまたは２，２－ビス（２，６－ジク
ロロフェニル）－４，４’５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾールなどを
使用することができる。
【００７３】
　前記オキシム系化合物としては、例えばｏ－エトキシカルボニル－α－オキシイミノ－
１－フェニルプロパン－１－オン、１－［９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－
９Ｈ－カルバゾール－３－イル］－エタノン－１－（Ｏ－アセチルオキシム）、（Ｚ）－
２－（（ベンゾイルオキシ）イミノ）－１－（４－（フェニルチオ）フェニル）オクタン
－１－オン、（Ｅ）－１－（（（１－（９－エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９
Ｈ－カルバゾール－３－イル）エチリジン）アミノ）オキシ）エタノンおよび（Ｅ）－１
－（（（１－（６－（４－（（２，２－ジメチル－１，３－ジオキソラン－４－イル）メ
トキシ）－２－メチルベンゾイル）－９－エチル－９Ｈ－カルバゾール－３－イル）エチ
リジン）アミノ）オキシ）エタノンなどが挙げられ、市販品としては、バスフ社製のＯＸ
Ｅ－０１、ＯＸＥ－０２等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。また、下
記化学式４～６等が挙げられる。
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【００７４】
［化学式４］

【００７５】
［化学式５］

【００７６】
［化学式６］

【００７７】
　また、本発明の効果を損傷しない範囲内で、通常使用される他の光重合開始剤をさらに
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使用することも可能である。前記他の光重合開始剤は、具体的に、ベンゾイン系化合物、
ベンゾフェノン系化合物、チオキサントン系化合物、アントラセン系化合物およびその他
の光重合開始剤などが挙げられる。これらは、それぞれ単独でまたは２種以上混合して使
用することができる。
【００７８】
　前記ベンゾイン系化合物としては、例えばベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベ
ンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエー
テルなどが挙げられる。
【００７９】
　前記ベンゾフェノン系化合物としては、例えばベンゾフェノン、０－ベンゾイル安息香
酸メチル、４－フェニルベンゾフェノン、４－ベンゾイル－４’－メチルジフェニルスル
フィド、３，３’，４，４’－テトラ（ｔｅｒｔ－ブチルペルオキシカルボニル）ベンゾ
フェノン、２，４，６－トリメチルベンゾフェノン、４’－ジ（Ｎ、Ｎ’－ジメチルアミ
ノ）－ベンゾフェノンなどが挙げられる。
【００８０】
　前記チオキサントン系化合物としては、例えば２－イソプロピルチオキサントン、２，
４－ジエチルチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサントン、１－クロロ－４－プロ
ポキシチオキサントンなどが挙げられる。
【００８１】
　前記アントラセン系化合物としては、例えば９，１０－ジメトキシアントラセン、２－
エチル－９，１０－ジメトキシアントラセン、９，１０－ジエトキシアントラセン、２－
エチル－９，１０－ジエトキシアントラセンなどが挙げられる。
【００８２】
　その他の光重合開始剤としては、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフ
ィンオキシド、１０－ブチル－２－クロロアクリドン、２－エチルアントラキノン、ベン
ジル、９，１０－フェナトレンキノン、カンファーキノン、フェニルグリオキシル酸メチ
ル、チタノセン化合物などが挙げられる。
【００８３】
　前記光重合開始剤は、本発明の自発光感光性樹脂組成物中の固形分に対して重量分率で
好ましくは０．１～２０重量部、より好ましく１～１０重量部で含まれた方が良い。前記
光重合開始剤の含量が上記した範囲内である場合、自発光感光性樹脂組成物が高感度化さ
れて、露光時間が短縮されるので、生産性が向上し、高い解像度を維持できるので好まし
い。また、本発明の自発光感光性樹脂組成物を使用して形成した画素部の強度と前記画素
部表面での平滑性が良好になり得るので好ましい。
【００８４】
　一方、前記光重合開始剤は、本発明の自発光感光性樹脂組成物の感度を向上させるため
に、光重合開始補助剤と併用することができる。本発明の自発光感光性樹脂組成物が光重
合開始補助剤を含有することによって、感度がさらに高まり、この組成物を使用してカラ
ーフィルターを形成するときの生産性を向上させることができるので好ましい。
【００８５】
　前記光重合開始補助剤は、例えばアミン化合物およびカルボン酸化合物から選ばれる１
種以上の化合物が好ましく使用され得る。
【００８６】
　前記アミン化合物としては、例えばトリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン
、トリイソプロパノールアミンなどの脂肪族アミン化合物、４－ジメチルアミノ安息香酸
メチル、４－ジメチルアミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、
４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシル、安息香酸２－ジメチルアミノエチル、
Ｎ，Ｎ－ジメチルパラトルイジン、４，４’－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン（
通称：ミヒラーケトン）、４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノンなどが挙げ
られる。前記アミン化合物としては、芳香族アミン化合物を使用することが好ましい。



(16) JP 6754499 B2 2020.9.9

10

20

30

40

50

【００８７】
　前記カルボン酸化合物としては、例えばフェニルチオ酢酸、メチルフェニルチオ酢酸、
エチルフェニルチオ酢酸、メチルエチルフェニルチオ酢酸、ジメチルフェニルチオ酢酸、
メトキシフェニルチオ酢酸、ジメトキシフェニルチオ酢酸、クロロフェニルチオ酢酸、ジ
クロロフェニルチオ酢酸、Ｎ－フェニルグリシン、フェノキシ酢酸、ナフチルチオ酢酸、
Ｎ－ナフチルグリシン、ナフトキシ酢酸などの芳香族ヘテロ酢酸類が挙げられる。
【００８８】
　前記光重合開始補助剤は、自発光感光性樹脂組成物中の固形分に対して重量分率で好ま
しくは０．１～２０重量部、より好ましくは１～１０重量部で含まれた方が良い。光重合
開始補助剤の含量が上記した範囲以内であれば、自発光感光性樹脂組成物の感度効率性が
さらに高まり、この組成物を使用して形成されるカラーフィルターの生産性が向上する傾
向があるので好ましい。
【００８９】
溶剤
　本発明による自発光感光性樹脂組成物に含まれる溶剤は、前記自発光感光性樹脂組成物
に含まれる他の成分を溶解させるのに効果的なものであれば、当該分野において通常的に
使用される有機溶剤を特に制限せずに使用することができる。前記溶剤は、例えば、エー
テル類、アセテート類、芳香族炭化水素類、ケトン類、アルコール類、およびエステル類
などが挙げられ、これから１種以上を選択して使用することができるが、これらに限定さ
れるものではない。
【００９０】
　前記エーテル類溶剤は、具体的に、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレン
グリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノプロピルエーテル、エチレング
リコールモノブチルエーテルなどのアルキレングリコールモノアルキルエーテル類；ジエ
チレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレ
ングリコールジプロピルエーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテルなどのジエチ
レングリコールジアルキルエーテル類；プロピレングリコールモノメチルエーテルなどの
プロピレングリコールジアルキルエーテル類；などが挙げられる。
【００９１】
　前記アセテート類溶剤は、具体的に、メチルセロソルブアセテート、エチルセロソルブ
アセテートなどのエチレングリコールアルキルエーテルアセテート類；プロピレングリコ
ールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテー
ト、プロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテートなどのアルキレングリコール
アルキルエーテルアセテート類；メトキシブチルアセテート、メトキシペンチルアセテー
トなどのアルコキシアルキルアセテート類；などが挙げられる。
【００９２】
　前記芳香族炭化水素類溶剤は、具体的に、ベンゼン、トルエン、キシレン、メシチレン
などが挙げられる。
【００９３】
　前記ケトン類溶剤は、具体的に、メチルエチルケトン、アセトン、メチルアミルケトン
、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノンなどが挙げられる。
【００９４】
　前記アルコール類溶剤は、具体的に、エタノール、プロパノール、ブタノール、ヘキサ
ノール、シクロヘキサノール、エチレングリコール、グリセリンなどが挙げられる。
【００９５】
　前記エステル類溶剤は、具体的に、３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メトキシプ
ロピオン酸メチルなどのエステル類；γ－ブチロラクトンなどの環状エステル類；などが
挙げられる。
【００９６】
　前記溶剤は、単独でまたは２種以上混合して使用することができる。
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【００９７】
　前記溶剤のうち、塗布性および乾燥性の観点から、沸点が１００～２００℃である有機
溶剤が好ましく、より好ましくはアルキレングリコールアルキルエーテルアセテート類；
ケトン類；３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メトキシプロピオン酸メチルなどのエ
ステル類；などが挙げられる。これらの溶剤は、それぞれ単独でまたは２種以上を混合し
て使用することができる。
【００９８】
　本発明で前記溶剤の含量は、特に限定せず、自発光感光性樹脂組成物の総１００重量部
に対して前記溶剤６０～９０重量部を含むことができ、より好ましくは６０～８５重量部
を含むことができる。前記溶剤の含量が上述した範囲以内である場合、ロールコーター、
スピンコーター、スリットアンドスピンコーター、スリットコーター（ダイコーターとも
いう場合がある）、インクジェットなどの塗布装置で塗布したとき、塗布性が良好になる
効果を提供することができる。前記溶剤の含量が前記範囲未満で含まれる場合、塗布性が
多少低下するのに伴って、工程が多少困難になり得、前記範囲を超過する場合、前記自発
光感光性樹脂組成物で形成されたカラーフィルターの性能が多少低下し得る問題が発生し
得る。
【００９９】
添加剤
　本発明による自発光感光性樹脂組成物は、必要に応じて充填剤、他の高分子化合物、顔
料分散剤、密着促進剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、凝集防止剤などの添加剤をさらに含
むことができる。
【０１００】
　前記充填剤の具体的な例は、ガラス、シリカ、アルミナなどが例示される。
【０１０１】
　前記他の高分子化合物としては、具体的にエポキシ樹脂、マレイミド樹脂などの硬化性
樹脂、ポリビニルアルコール、ポリアクリル酸、ポリエチレングリコールモノアルキルエ
ーテル、ポリフルオロアルキルアクリレート、ポリエステル、ポリウレタンなどの熱可塑
性樹脂などが挙げられる。
【０１０２】
　前記顔料分散剤としては、市販の界面活性剤を利用することができ、例えばシリコーン
系、フッ素系、エステル系、カチオン系、アニオン系、非イオン系、陽性などの界面活性
剤などが挙げられる。これらは、それぞれ単独でまたは２種以上を組み合わせて使用する
ことができる。
【０１０３】
　前記の界面活性剤として、例えばポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシ
エチレンアルキルフェニルエーテル類、ポリエチレングリコールジエステル類、ソルビタ
ン脂肪酸エステル類、脂肪酸変性ポリエステル類、３級アミン変性ポリウレタン類、ポリ
エチレンイミン類などがあり、以外に、商品名としてＫＰ（信越化学工業社製造）、ポリ
フロー（ＰＯＬＹＦＬＯＷ）（共栄社化学社製造）、エフトップ（ＥＦＴＯＰ）（トーケ
ムプロダクツ社製造）、メガファック（ＭＥＧＡＦＡＣ）（大日本インキ化学工業社製造
）、フルオラード（Ｆｌｕｏｒａｄ）（住友スリーエム社製造）、アサヒガード（Ａｓａ
ｈｉ　ｇｕａｒｄ）、サーフロン（Ｓｕｒｆｌｏｎ）（以上、旭硝子社製造）、ソルスパ
ース（ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ）（ゼネカ社製造）、ＥＦＫＡ（ＥＦＫＡケミカルス社製造）
、ＰＢ　８２１（味の素社製造）等が挙げられる。
【０１０４】
　前記密着促進剤として、例えばビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン
、ビニルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミ
ノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルト
リメトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキシプロピル
トリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、２－（３，４
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－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、３－クロロプロピルメチルジメ
トキシシラン、３－クロロプロピルトリメトキシシラン、３－メタクリルオキシプロピル
トリメトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリメトキシシランなどが挙げられる。酸
化防止剤としては、具体的に２，２’－チオビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノー
ル）、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メチルフェノールなどが挙げられる。
【０１０５】
　前記紫外線吸収剤としては、具体的に２－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－
５－メチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、アルコキシベンゾフェノンなど
が挙げられる。
【０１０６】
　前記凝集防止剤としては、具体的にポリアクリル酸ナトリウムなどが挙げられる。
【０１０７】
　前記添加剤は、本発明の効果を阻害しない範囲で当業者が適切に追加して使用が可能で
ある。例えば前記添加剤は、前記自発光感光性樹脂組成物の全体１００重量部に対して０
．０５～１０重量部、好ましくは０．１～１０重量部、さらに好ましくは０．１～５重量
部で使用することができるが、これらに限定されるものではない。
【０１０８】
＜カラーフィルター＞
　本発明のさらに他の様態は、前述した自発光感光性樹脂組成物で製造されたカラーフィ
ルターに関する。
【０１０９】
　本発明によるカラーフィルターは、画像表示装置に適用される場合、表示装置の光源の
光により発光するので、より優れた光効率の具現が可能である。また、色相を有する光が
放出されるので、さらに色再現性に優れ、光ルミネセンスにより全方向に光が放出される
ので、視野角の改善が可能である。
【０１１０】
　具体的に、本発明によるカラーフィルターは、平均粒径が１００ｎｍ～５００ｎｍであ
る第１金属酸化物および平均粒径が３０ｎｍ～５００ｎｍである第２金属酸化物を含み、
前記第１金属酸化物は、ＴｉＯ２であり、前記第２金属酸化物は、ＺｎＯである自発光感
光性樹脂組成物の硬化物を含むので、光維持率に優れ、反射輝度に優れているという利点
がある。
【０１１１】
　前記カラーフィルターは、基板および前記基板の上部に形成されたパターン層を含むこ
とができ、前記パターン層は、本発明による自発光感光性樹脂組成物の硬化物を含むこと
ができる。
【０１１２】
　基板は、カラーフィルター自体基板であってもよく、またはディスプレイ装置などにカ
ラーフィルターが位置する部位であってもよく、特に制限されない。前記基板は、ガラス
、シリコン（Ｓｉ）、シリコン酸化物（ＳｉＯｘ）または高分子基板であってもよく、前
記高分子基板は、ポリエーテルスルホン（ｐｏｌｙｅｔｈｅｒｓｕｌｆｏｎｅ，ＰＥＳ）
またはポリカーボネート（ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ、ＰＣ）等であってもよい。
【０１１３】
　パターン層は、本発明の感光性樹脂組成物を含む層であって、前記感光性樹脂組成物を
塗布し、所定のパターンで露光、現像および熱硬化して形成された層であってもよい。
【０１１４】
　前記自発光感光性樹脂組成物で形成されたパターン層は、赤色量子ドット粒子を含有す
る赤色パターン層、緑色量子ドット粒子を含有する緑色パターン層または青色量子ドット
粒子を含有する青色パターン層を具備することができる。光の照射時に前記赤色パターン
層は、赤色光を、前記緑色パターン層は、緑色光を、前記青色パターン層は、青色光を放
出することができる。この場合、後述する画像表示装置に適用するとき、光源の放出光は
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、特に限定されないが、より優れた色再現性の観点から、青色光を放出する光源を使用す
ることが好ましい。
【０１１５】
　本発明のさらに他の実施形態において、前記パターン層は、赤色パターン層、緑色パタ
ーン層および青色パターン層よりなる群から選ばれる１以上を含むことができる。前記パ
ターン層は、赤色パターン層、緑色パターン層および青色パターン層のうち２種の色相の
パターン層だけを具備することができ、この場合、前記パターン層は、量子ドット粒子を
含有しない透明パターン層をさらに具備することができる。
【０１１６】
　前記２種の色相のパターン層だけを具備する場合には、含まない残りの色相を示す波長
の光を放出する光源を使用することができる。例えば、赤色パターン層および緑色パター
ン層を含む場合には、青色光を放出する光源を使用することができる。この場合、前記赤
色量子ドット粒子は、赤色光を、緑色量子ドット粒子は、緑色光を放出し、透明パターン
層は、青色光がそのまま透過して青色を示す。
【０１１７】
　前記のような基板およびパターン層を含むカラーフィルターは、各パターンの間に形成
された隔壁をさらに含むことができ、ブラックマトリックスをさらに含むことができるが
、これらに限定されるものではない。また、前記カラーフィルターのパターン層の上部に
形成された保護膜をさらに含むこともできる。
【０１１８】
＜画像表示装置＞
　本発明のさらに他の様態は、前述したカラーフィルターを含む画像表示装置に関する。
本発明のカラーフィルターは、通常の液晶表示装置だけでなく、電界発光表示装置、プラ
ズマ表示装置、電界放出表示装置など各種画像表示装置に適用が可能である。
【０１１９】
　本発明による画像表示装置は、光効率に優れていて、高い輝度を示し、色再現性に優れ
、反射輝度に優れ、広い視野角を有する利点がある。
【０１２０】
　以下、本明細書を具体的に説明するために実施例により詳細に説明する。しかしながら
、本明細書による実施例は、様々な他の形態に変形され得、本明細書の範囲が以下で詳述
する実施例に限定されるものと解釈されない。本明細書の実施例は、当業界において平均
的な知識を有する者に本明細書をより完全に説明するために提供されるものである。また
、以下で含有量を示す「％」および「部」は、特に言及しない限り、重量基準である。
【０１２１】
製造例１．ＣｄＳｅ（コア）／ＺｎＳ（シェル）構造の光ルミネセンス緑色量子ドット粒
子Ａの合成
　ＣｄＯ（０．４ｍｍｏｌ）と亜鉛アセテート（Ｚｉｎｃ　ａｃｅｔａｔｅ）（４　ｍｍ
ｏｌ）、オレイン酸（Ｏｌｅｉｃ　ａｃｉｄ）（５．５ｍＬ）を１－オクタデセン（１－
Ｏｃｔａｄｅｃｅｎｅ）（２０ｍＬ）と共に反応器に入れ、１５０℃に加熱して反応させ
た。以後、亜鉛にオレイン酸が置換されることによって生成された酢酸（ａｃｅｔｉｃ　
ａｃｉｄ）を除去するために、前記反応物を１００ｍＴｏｒｒの真空下に２０分間放置し
た。その後、３１０℃の熱を加えて透明な混合物を得た後、これを２０分間３１０℃を維
持した後、０．４ｍｍｏｌのＳｅ粉末と２．３ｍｍｏｌのＳ粉末を３ｍＬのトリオクチル
ホスフィン（ｔｒｉｏｃｔｙｌｐｈｏｓｐｈｉｎｅ）に溶解させたＳｅおよびＳ溶液をＣ
ｄ（ＯＡ）２およびＺｎ（ＯＡ）２溶液が入っている反応器に迅速に注入した。これから
得られた混合物を３１０℃で５分間成長させた後、アイスバス（ｉｃｅ　ｂａｔｈ）を利
用して成長を中断させた。その後、エタノールで沈殿させて遠心分離機を利用して量子ド
ットを分離し、余分の不純物は、クロロホルム（ｃｈｌｏｒｏｆｏｒｍ）とエタノールを
利用して洗浄することによって、オレイン酸で安定化された、コア粒径とシェル厚さの合
計が３～５ｎｍである粒子が分布したＣｄＳｅ（コア）／ＺｎＳ（シェル）構造の量子ド
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【０１２２】
製造例２．アルカリ可溶性樹脂の合成
　撹拌器、温度計、還流冷却管、滴下漏斗および窒素導入管を具備したフラスコを準備し
、一方、Ｎ－ベンジルマレイミド４５重量部、メタクリル酸４５重量部、トリシクロデシ
ルメタクリレート１０重量部、ｔ－ブチルペルオキシ－２－エチルヘキサノアート４重量
部、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート（以下、ＰＧＭＥＡという）４
０重量部を投入後、撹拌混合して、モノマー滴下漏斗を準備し、ｎ－ドデカンジオール６
重量部、ＰＧＭＥＡ　２４重量部を入れて撹拌混合して、連鎖移動剤の滴下漏斗を準備し
た。
【０１２３】
　以後、フラスコにＰＧＭＥＡ　３９５重量部を導入し、フラスコ内の雰囲気を空気から
窒素にした後、撹拌しつつ、フラスコの温度を９０℃まで昇温した。次に、モノマーおよ
び連鎖移動剤を滴下漏斗から滴下を開始した。滴下は、９０℃を維持しつつ、それぞれ２
時間の間行い、１時間後に１１０℃に昇温して３時間維持した後、ガス導入管を導入させ
て、酸素／窒素＝５／９５（ｖ／ｖ）の混合ガスのバブリングを開始した。次に、グリシ
ジルメタクリレート１０重量部、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチル
フェノール）０．４重量部、トリエチルアミン０．８重量部をフラスコ内に投入して１１
０℃で８時間反応を継続し、その後、室温まで冷却しつつ、固形分２９．１重量％、重量
平均分子量３２，０００、酸価が１１４ｍｇＫＯＨ／ｇであるアルカリ可溶性樹脂を得た
。
【０１２４】
実施例および比較例：自発光感光性樹脂組成物の製造
　下記表１～３による構成および含量で実施例および比較例による自発光感光性樹脂組成
物を製造した。ただし、この際、比較例による自発光感光性樹脂組成物は、下記表１によ
る散乱粒子が本発明による散乱粒子を満たさないように、第１金属酸化物および第２金属
酸化物を選択した。
【０１２５】

【表１】

【０１２６】
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【０１２７】
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【表３】

【０１２８】
カラーフィルターの製造
　前記実施例および比較例によって製造された自発光感光性樹脂組成物を利用してカラー
フィルターを製造した。それぞれの自発光感光性樹脂組成物をスピンコーティング法でガ
ラス基板の上に塗布した後、加熱板の上に載置し、１００℃の温度で３分間維持して薄膜
を形成させた。
【０１２９】
　次に、前記薄膜の上に横×縦が２０ｍｍ×２０ｍｍの正四角形の透過パターンと１～１
００μｍのライン／スペースパターンを有する試験フォトマスクを載置し、試験フォトマ
スクとの間隔を１００μｍとして紫外線を照射した。
【０１３０】
　この際、紫外線光源は、ウシオ電機社製の超高圧水銀ランプ（商品名ＵＳＨ－２５０Ｄ
）を利用して大気雰囲気下に２００ｍＪ／ｃｍ２の露光量（３６５ｎｍ）で光照射し、特
別な光学フィルターは使用しなかった。
【０１３１】
　前記で紫外線が照射された薄膜をｐＨ１０．５のＫＯＨ水溶液現像溶液に８０秒間浸漬
して現像した。この薄膜が施されたガラス板を蒸留水を使用して洗浄した後、窒素ガスを
吹いて乾燥し、１５０℃の加熱オーブンで１０分の間加熱して、カラーフィルターパター
ンを製造した。前記で製造されたカラーパターンのフィルム厚さは、５．０μｍであった
。
【０１３２】
実験例１：微細パターンの測定
　実施例および比較例によって製造された自発光感光性樹脂組成物を使用して製造された
カラーフィルターのうち１００μｍに設計されたライン／スペースパターンマスクを介し
て得られたパターンのサイズをＯＭ装備（ＥＣＬＩＰＳＥ　ＬＶ１００ＰＯＬ、ニコン社
製）を用いてパターンのサイズを測定し、ライン／スペースパターンマスクの設計値との
差異を下記表４に示した。
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【表４】

【０１３４】
　ライン／スペースパターンマスクの設計値と得られた微細パターンの測定値との差異が
２０μｍ以上であれば、微細画素の具現が難しくなり、マイナス値を有すると、工程不良
を引き起こす臨界数値を意味する。
【０１３５】
実験例２：発光強度の測定
　実施例および比較例によって製造された自発光感光性樹脂組成物を使用して製造された
カラーフィルターのうち２０×２０ｍｍの正四角形のパターンで形成された部分に３６５
ｎｍ　Ｔｕｂｅ型４Ｗ　ＵＶ照射機（ＶＬ－４ＬＣ、Ｖｉｌｂｅｒ　ＬＯＵＲＭＡＴ）を
用いて光変換された領域を測定し、４５０ｎｍの領域での発光強度をＳｐｅｃｔｒｕｍ　
ｍｅｔｅｒ（Ｏｃｅａｎ　Ｏｐｔｉｃｓ社製）を利用して測定した。
【０１３６】
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【表５】

【０１３７】
　測定された発光強度が高いほど光効率が高いことを意味する。これにより、表５を参照
すると、第１金属酸化物として平均粒径が１００ｎｍ～５００ｎｍ未満であるＴｉＯ２と
第２金属酸化物として平均粒径が３０ｎｍ～５００ｎｍ以下であるＺｎＯを含む実施例１
～６が、これを満たさない比較例１～１０に比べて発光輝度において優れていることが分
かる。
【０１３８】
実験例３：反射輝度の測定
　実施例および比較例によって製造された自発光感光性樹脂組成物を使用して製造された
カラーフィルターのうち２０×２０ｍｍの正四角形のパターンで形成された部分に外部光
による反射輝度を積分球反射率測定機（ＣＭ－３７００Ｄ、Ｋｏｎｉｋａ　Ｍｉｎｏｌｔ
ａ）を使用して測定した。
【０１３９】
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【表６】

【０１４０】
　測定された反射輝度が低いほど外光反射による視認性が良くなることを意味する。これ
により、表４および表６を参照すると、第１金属酸化物として平均粒径が１００ｎｍ～５
００ｎｍ未満であるＴｉＯ２と第２金属酸化物として平均粒径が３０ｎｍ～５００ｎｍ以
下であるＺｎＯを含む実施例１～６を満たさない場合、発光輝度と微細パターン特性を満
たしかつ外光反射による視認性を満たすことが難しいことが分かる。
【０１４１】
　すなわち、第１金属酸化物として平均粒径が１００ｎｍ～５００ｎｍ未満であるＴｉＯ

２と第２金属酸化物として平均粒径が３０ｎｍ～５００ｎｍ以下であるＺｎＯを含む実施
例１～６は、微細パターンの測定、発光強度の測定および反射輝度がいずれも優れている
ことが分かる。
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